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(57)【要約】
【課題】ファンを使用しないため騒音が発生せず、夜間
の安眠妨害の問題がなくなり、また長時間の使用に際し
てもほとんど消費電力等の心配のない簡易蚊取器を提供
することを目的とするものである。
【解決手段】薬液貯留槽と、この薬液貯留槽から立設し
た電熱ヒータと、電熱ヒータの外周に取り付けるととも
に、前記薬液貯留槽に浸漬して薬液を吸引する連通気泡
のスポンジ層と、スポンジ層の外周に形成した人工皮膚
層とを備え、
前記薬液貯留槽には殺蚊成分と、炭酸ガスとをアルコー
ルに混合した薬液を注入し、電熱ヒータに通電すること
により、加熱された薬液中の炭酸ガスおよびアルコール
が蒸散してかを誘引し、かつ殺蚊成分により殺蚊するよ
うにしたことを特徴とする簡易蚊取器。
【選択図】図２
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
薬液貯留槽と、この薬液貯留槽から立設した電熱ヒータと、電熱ヒータの外周に取り付け
るとともに、前記薬液貯留槽に浸漬して薬液を吸引する連通気泡のスポンジ層と、スポン
ジ層の外周に形成した人工皮膚層とを備え、
前記薬液貯留槽には殺蚊成分と、炭酸ガスとをアルコールに混合した薬液を注入し、電熱
ヒータに通電することにより、加熱された薬液中の炭酸ガスおよびアルコールが蒸散して
かを誘引し、かつ殺蚊成分により殺蚊するようにしたことを特徴とする簡易蚊取器。
【請求項２】
前記薬液貯留槽は、側面に目盛り付きの薬量窓を、上面に薬液注入口を設けられているこ
とを特徴とする請求項１記載の簡易蚊取器。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
この考案は一般住宅や工場、倉庫、畜舎、鶏舎等の空間内において使用する簡易蚊取器に
関する。
【背景技術】
【０００２】
従来、一般住宅や工場、倉庫、畜舎、鶏舎等に発生する蚊等の駆除方法としては、一般住
宅や工場、倉庫、畜舎、鶏舎内への殺虫剤の噴霧や人、牛、鶏への害虫の忌避剤等の直接
散布が行なわれていた。
ところが、前記の散布方法では一時的な殺虫効果しか発揮することができなかったり、広
い空間に散布する作業となるため手間がかかるうえ、人手によるため確実な噴霧ができな
かった。
【０００３】
そこで、蚊取線香や殺虫剤の薫蒸機構を用いた殺虫成分の放散によって蚊等を駆除する装
置が採用されている。なお、このうち殺虫剤の薫蒸装置の先行技術はほとんど、加熱装置
で蒸散させた殺虫成分をファンで強制的に送風するタイプのものであった。
【特許文献１】なし
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【０００４】
しかしながら、ファンで強制的に送風するタイプの殺虫剤の薫蒸装置においては、ファン
の騒音の問題があって、夜間には安眠を妨害してしまうという欠点があり、また長時間の
使用に際しては消費電力等がかさんでしまうという問題があった。
そこで、この考案は従来例の前記問題点を解消しようとするもので、ファンを使用しない
ため騒音が発生せず、夜間の安眠妨害の問題がなくなり、また長時間の使用に際してもほ
とんど消費電力等の心配のない簡易蚊取器を提供することを目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
すなわちこの考案の簡易蚊取器は、薬液貯留槽と、この薬液貯留槽から立設した電熱ヒー
タと、電熱ヒータの外周に取り付けるとともに、前記薬液貯留槽に浸漬して薬液を吸引す
る連通気泡のスポンジ層と、スポンジ層の外周に形成した人工皮膚層とを備え、
前記薬液貯留槽には殺蚊成分と、炭酸ガスとをアルコールに混合した薬液を注入し、電熱
ヒータに通電することにより、加熱された薬液中の炭酸ガスおよびアルコールが蒸散して
蚊を誘引し、かつ殺蚊成分により殺蚊するようにしたことを特徴とするものである。
【０００６】
この考案の簡易蚊取器は、前記薬液貯留槽が、中空の筒状をなすプラスチック製あるいは
金属製の容器本体を備えたものであり、該容器本体の側面には目盛り付きの薬量窓が形成
され、またその上面に薬液注入口が設けてある。



(3) JP 3144480 U 2008.9.4

10

20

30

40

50

【０００７】
この考案における電熱ヒータは家庭用電源による電気加熱式の棒状ヒータ（例えば正特性
サーミスタが好ましい）であり、連通気泡のスポンジ層により吸上げられた薬液を加熱蒸
散するために１００Ｖで３０～６０℃程度の加熱温度を有する構成である。大きさは直径
約１０～３０mm程度のものを用いることができる。
【０００８】
この考案において使用される連通気泡のスポンジ層としては、連続気泡のウレタンフォー
ムやポリエチレンフォーム、スポンジ等が挙げられる。
また、スポンジ層の外周に形成した人工皮膚層に用いられる人工皮膚素材としては、コラ
ーゲンやキチン，キトサン類、その他の人工皮膚のみならず、前記連通気泡のスポンジ層
を形成する際に一体的に形成される外皮状の高密度層であってもよい。
【０００９】
この考案において用いられる薬液としては、例えば殺虫剤、殺菌剤、殺ダニ剤、或は忌避
剤、医薬品、芳香剤、化粧品等を液化したものが使用される。例えば薬液の有効成分とし
ては従来より害虫駆除に用いられている各種薬剤が挙げられる。
【考案の効果】
【００１０】
この考案は上記のような構成を有するので、基本電源を操作するだけで、加熱により炭酸
ガスおよびアルコールとともに揮散された薬液が部屋中に拡散され、蚊等を殺虫するので
、この考案の簡易蚊取器を設置すれば、長期間取替える必要がない。
【００１１】
またこの考案は以上のような構成を有しており、送風装置を持たなくても有効成分の蒸散
をきわめて効率良く行なえるので、広い部屋等における殺虫にきわめて有効である。すな
わち、１度蚊取器を設置すれば長期間使用でき、広い部屋内も薬液が拡散するので散布し
て回る必要もない。
【考案を実施するための最良の形態】
【００１２】
以下、この考案の簡易蚊取器の実施の形態を図面に基いて詳細に説明する。
図１はこの考案の簡易蚊取器の１実施例を示す斜視図、また図２は図１の要部断面図であ
る。
図１および図２に示すようにこの考案の簡易蚊取器は、タンク式の薬液貯留槽１１と、こ
の薬液貯留槽１１のほぼ中央部分から立設した電熱ヒータ１２と、該電熱ヒータ１２の外
周に取り付けるとともに、前記薬液貯留槽１１に浸漬して薬液を吸引する連通気泡のスポ
ンジ層１３と、スポンジ層１３の外周に形成した人工皮膚層１４とを備えている。
図において１５は電源コードである。
【００１３】
この考案の簡易蚊取器において、前記薬液貯留槽１１は中空の筒状をなすプラスチック製
あるいは金属製の容器本体２１を備え、該容器本体２１の側面には目盛り付きの薬量窓２
２が形成され、またその上面に薬液注入口２３が設けてある。
【００１４】
このように構成した簡易蚊取器において、前記薬液貯留槽１１には殺蚊成分と、炭酸ガス
とをアルコールに混合した薬液２４を注入し、電熱ヒータ１２に通電することにより、加
熱された薬液２４中の炭酸ガスおよびアルコールが蒸散して蚊を誘引し、かつ殺蚊成分に
より殺蚊するようにしたものである。
【００１５】
この考案における電熱ヒータ１２は家庭用電源による電気加熱式の棒状ヒータ（例えば正
特性サーミスタが好ましい）であり、連通気泡のスポンジ層１３により吸上げられた薬液
２４を加熱蒸散するために１００Ｖで３０～６０℃程度の加熱温度を有している。なお、
大きさは直径約１０～３０mm程度のものを用いることができる。
【００１６】
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また、この考案において使用される連通気泡のスポンジ層１３としては、連続気泡のウレ
タンフォームやポリエチレンフォーム、スポンジ等が挙げられる。
そして、スポンジ層１３の外周に形成した人工皮膚層１４に用いられる人工皮膚素材とし
ては、コラーゲンやキチン，キトサン類、その他の人工皮膚のみならず、前記連通気泡の
スポンジ層を形成する際に一体的に形成される外皮状の高密度層であってもよい。その際
の素材としては、ウレタンフォームを好適に使用することができる。
【００１７】
この考案において用いられる薬液としては、例えば殺虫剤、殺菌剤、殺ダニ剤、或は忌避
剤、医薬品、芳香剤、化粧品等を液化したものが使用される。その一例を詳細に述べると
、例えば薬液の有効成分としては従来より害虫駆除に用いられている各種薬剤が使用可能
である。
すなわち、除虫菊、蚊連草、ピレスロイド系防虫剤の成分のみならず、ピレスロイド系ベ
ルメトリン、フェノトリン、ｄ－Ｔ８０－シフェノトリン、ｄ－Ｔ８０－レスメトリン、
ＭＧＫ－２６４、カーバメイト系のカルバリン、スリン系のフタルスリン、ｄ－Ｔ８０－
フタルスリン、チオン系のフェニトロチオン、サルバメート系のプロポクスル、オキサジ
アゾール系のメトキサジアゾン、及び、さらに、サルチル酸フェニル、ジクロルボス、ヒ
ドラメチルノン、パラチオン等が挙げられる。
【００１８】
この薬液中には、炭酸ガスおよびアルコールが配合される。炭酸ガスおよびアルコールの
配合に際しては、薬液とこれらを混合して薬液貯留槽内に注入したり、あらかじめ薬液貯
留槽内に前記薬液のみを充填した後、炭酸ガスおよびアルコールを薬液中に加圧充填して
もよい。
【００１９】
この考案は上記のような構成を有するので、基本電源をＯＮ－ＯＦＦ操作するだけで、電
熱ヒータ１２の加熱により炭酸ガスおよびアルコールとともに殺虫成分を含む薬液２４が
部屋中に拡散され、蚊等を殺虫する。
このように炭酸ガスが放散されると蚊等の害虫が誘引されて集まってくる。アルコールは
この誘引を助長し、かつ殺虫成分の揮散が促進される。
したがって、この考案の簡易蚊取器を設置すれば、薬液の補充さえ欠かさなければ、長期
間何も取替える必要がない。しかもファンを使用しないので静かで部屋の中で使用しても
何ら問題がなく、消費電力も極めて小さくすることができるようになった。
【産業上の利用可能性】
【００２０】
この考案は以上のような構成をしているので、通常の住宅内の蚊その他の害虫の除去や、
豚舎、鶏舎、牛舎等の家畜の小屋、屋外でのバーベキュー時の防虫等の多様な用途に応用
することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】この考案の簡易蚊取器の１実施例を示す斜視図である。
【図２】は図１の要部断面図である。
【符号の説明】
【００２２】
１１　薬液貯留槽
１２　電熱ヒータ
１３　スポンジ層
１４　人工皮膚層
１５　電源コード
２１　容器本体
２２　薬量窓
２３　薬液注入口
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２４　薬液

【図１】 【図２】
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